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1．はじめに 

 全国の本格焼酎（乙類焼酎）生産量の約 95％を占める

九州では，年間 39.4 万 KL の焼酎生産量に対し廃液であ

る焼酎蒸留粕（以下，焼酎粕）が 50.9 万 ton 発生してい

る 1)。焼酎粕の主な処理法として，海洋投棄，肥料・飼

料化が挙げられる。九州本格焼酎協議会は，ロンドン条

約の趣旨に沿い海洋投棄量の削減に努めているが，発生

量の 3 割が未だ海洋投棄処分されている。これは，焼酎

粕が季節的に多量に発生し，腐敗しやすく，処理法が確

立されていないことが原因である。この事と，焼酎ブー

ムによる焼酎生産量の増加，それに伴う焼酎粕発生量の

増加を考慮すると，既存の処理法に加え，焼酎粕を多量

に処理できる方法が求められている。 

 著者らは，焼酎粕に古紙や稲ワラを混合し，加工した

資材を法面・屋上の緑化資材として利用する研究を行っ

ている。本研究では，焼酎粕を加工した資材を使用（土

壌還元）した際の土壌への影響，肥料効果の調査を行っ

た。 

2．実験方法 

2.1 資材作製；焼酎粕は U 酒造の甘藷・麦焼酎粕を用い

た。甘藷焼酎粕と古紙（焼酎粕重量に対し 3％），甘藷焼

酎粕と稲ワラ（同 3％），麦焼酎粕と稲ワラ（同 5％）を

混合し，加圧ろ過による固液分離を経て，固形物を板状

に成型，乾燥（60℃，24ｈ）させたものを，資材として

実験に用いた。 

2.2 土壌還元；本実験は，平成 15 年 10 月 7 日から学内

のビニルハウス内で行った。土壌還元実験の概略図を図

－1 に示す。図中の『①対照区』を試験区①，順に試験

区②～⑤と称す。市販のプランター内に，黒ボク土（表

－1）を入れ，実験開始 10 日目に各条件で作製した資材

を設置した。さらに同日，試験区①，⑤にはコマツナの

種を蒔き，開始 56 日目に収穫し，その生育から資材によ

る肥料効果の評価を行なった。潅水は，すべての試験区

で pF2.0 以下になるように行った。土壌中の水質測定 2), 3)

には，表土から深さ 5cm の位置に土壌溶液採水器（DAIKI

－30113）を埋設し，シリンジで吸引採水した試料水を用

い，黒ボク土の理化学性を土壌環境分析法 4)，収穫した

コマツナの元素含有率を植物体分析法 5)で測定した。 

3．実験結果と考察 

図－2に TOC の経日変化を示す。資材設置後（実験開

始 10 日目）の土壌中の TOC は，資材を設置した試験区

②～④のすべてで上昇し，試験区③は 377.2mg/L と最も

高かった。しかし，TOC の値は数日間で減少した。これ

は，潅水による希釈，または微生物による分解が原因で

あると考えられる。25 日目に試験区③の TOC のみが再

び上昇した。これは，採水中に試験区③の土壌溶液採水

器が外れて埋設し直したことで，資材に接している表層

付近の土壌が撹拌された，もしくは資材中に含まれてい

る有機成分が潅水により溶出したためだと考えられる。 

図－3 に NH4
+-N，図－4 に NO3

--N の経日変化を示す。

NH4
+-N は，どの試験区にも資材設置による濃度変化は見

られなかった。試験区③は，25 日目に NH4
+-N が 53.1mg/L

まで上昇した。これは，先に述べた土壌の撹拌が原因で

あると考えられる。NO3
--N も，資材設置による濃度変化

は見られず，試験区②，④の NO3
--N は，実験期間中 10

～15mg/L で一定であった。試験区③の NO3
--N が 30 日目

から上昇し，55 日目に 35mg/L となった。これは，試験

区③で上昇したアンモニアが硝化されたためだと考えら

れる。試験区①，⑤の NH4
+-N，NO3

--N 共に，30 日目か 
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図－1 土壌還元実験 

pH
(H2O)

(1：2.5)

EC
(dS/m)
(1：5)

C
(％)

N
(％)

C/N NH4
+-N

(mg/乾土100g)
NO3

--N
(mg/乾土100g)

ﾄﾙｵｰｸﾞP2O5
(mg/乾土100g)

K2O
(mg/乾土100g)

5.72 0.09 9.85 0.45 21.9 3.85 5.39 3.20 122.5

表－1 都城産黒ボク土の理化学性 
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13cm×52cm×厚さ4mm
重量90g

13cm×52cm×厚さ5mm
重量120g

6.5cm×51cm×厚さ4mm×2枚
重量90g

13cm×52cm×厚さ4mm
重量90g

実験開始～10日目
：①～⑤資材なし

10日目：②～⑤資材設置
10日目：①，⑤播種
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ら減少し始めた。これは，コマツナが吸収したためだと考えられる。試

験区②，④は，30 日目から徐々にではあるが NH4
+-N が高くなってきて

いる。これは，窒素の無機化が始まったことが原因だと考えられる。資

材に即効性の肥料効果はなく，この後 NH4
+-N の上昇，硝化が起こり，

肥料効果が現れると考えられる。 
図－5 に K+の経日変化を示す。資材により K+が上昇していることが

分かる。焼酎粕中に K+などの交換性塩基類はあまり含まれてない 6)こ

とから，添加した稲ワラに含まれる K が溶出したため K+が上昇したと

考えられる。試験区①，⑤で 22 日目から K+の低下が見られるのは，コ

マツナが吸収したためだと考えられる。 

また，PO4
3--P の経日変化を追った。資材設置による PO4

3--P の上昇は

若干あるものの最大で 1.1mg/L（試験区⑤）であり，肥料効果は見られ

なかった。これは，資材の原料である焼酎粕中に P がほとんど含まれ

てない 6)ためだと考えられる。 

図－6 に pH の経日変化を示す。資材による pH の影響は見られず，

全ての試験区において pH6.0±0.3 付近の値であった。焼酎粕は，一般

的に pH4.0 であるため，焼酎粕を直接土壌に還元していないこと，土壌

の緩衝作用が原因であると考えられる。 

表－2に収穫時のコマツナの生育および元素含有率を示す。試験区⑤

の方が，試験区①に比べ，葉数，葉重，根重の値が高く，若干の肥料効

果が見られた。資材設置とコマツナ播種を同時期に行なったため，資材

の肥料効果が現れる前に生育し，収穫したことが考えられ，コマツナの

播種を資材設置 1 ヶ月後に行なえば，肥料効果がさらに現れ，生育に顕

著な差が見られるのではないかと考えられる。 

4．おわりに 

 焼酎粕に古紙，稲ワラを添加し，作製した資材を土壌に還元する実験

を行い，以下のような知見が得られた。 

1）資材に即効性の肥料効果はなく，窒素の無機化に，設置後 1 ヶ月

程要する。2）リン酸濃度が低いため，均衡のとれた肥料として使用す

る場合，リン酸の添加が必要である。3）資材を設置したことで，土壌

中の pH に影響は見られなかった。尚，資材の原料による肥料効果の違

いは，今回の実験では判断できなかった。 
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図－3 土壌中のNH4
+-Nの経日変化 

図－2 土壌中のTOCの経日変化 

葉数 葉重 根重

(枚) (g-乾) (g-乾) 葉 根 葉 根 葉 根 葉 根

平均値 8.0 1.52 0.31 36.5 39.1 2.5 2.2 0.23 0.27 5.8 3.3
標準偏差(n=4) 0.8 0.40 0.05 1.2 0.9 0.3 0.1 0.02 0.02 0.6 0.7
平均値 8.5 2.45 0.54 37.7 37.2 2.1 1.9 0.25 0.33 5.8 2.8
標準偏差(n=4) 1.3 0.50 0.12 0.5 0.6 0.0 0.4 0.01 0.03 0.8 0.4⑤甘藷粕＋稲ワラ

①対照区

条件
N(％)C(％) P(％) K(％)

表－2 コマツナの生育および元素含有率 

図－4 土壌中のNO3
--Nの経日変化 

図－6 土壌中のpHの経日変化 

○:①対照区(生育) 
□:②甘藷粕＋古紙 
△:③麦粕＋稲ワラ 
◆:④甘藷粕＋稲ワラ 
◇:⑤甘藷粕＋稲ワラ 

(生育) 
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